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序

　今からちょうど50年前の昭和45年（1970）に、かつて「幻の宮」とも言われた斎宮跡

の発掘調査が開始されました。調査開始時点では「古里遺跡」と呼ばれており、斎宮跡

の存在は謎に包まれていました。調査が進展すると、蹄脚硯や大型赤彩土馬などの発見

があり、数百年の時を経て斎宮が再び確認されるに至りました。その後、昭和54年に国

史跡に指定を受け、昨年の平成31年３月には史跡指定40周年を迎えました。調査開始か

らこの間、地域住民の皆様の「理解と納得と協力」を得ながら、斎宮歴史博物館による

研究成果が蓄積されるとともに、本町による史跡の保存と活用が着実に図られていると

ころです。近年では、史跡西部の竹川地内において、飛鳥時代の「初期斎宮」に関わる

発掘調査が集中的に進められており、斎宮跡の調査開始から50周年の節目を迎える本年

度に、新たな知見が得られることに大きな期待が寄せられています。

　本町では、今年度「明和町文化財保存活用地域計画」を策定し、文化庁より認定を受

けることができました。三重県内では初の認定であり、今後は計画に基づいて史跡斎宮

跡のみならず町内全域の文化財および文化遺産の保存と活用を総合的に図っていきます。

また、既に認定を受けている、「明和町歴史的風致維持向上計画」や「日本遺産」の制

度も引き続き活用し、史跡内の環境整備と斎宮跡に関する積極的な情報発信を進め、史

跡斎宮跡の保存と活用を一層図ってまいります。

　さて、本書は史跡地内で個人住宅等の建設などに伴い発掘調査が必要であった７件の

結果についてまとめたものです。調査に際しご理解とご協力いただきました地元地権者

の皆さま、発掘調査から報告書作成に至るまでご指導、ご協力いただきました斎宮歴史

博物館調査研究課の方々に厚くお礼申し上げます。

　　令和２（2020）年12月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三重県多気郡明和町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町長 世 古 口　哲 哉



例　言

１ 　本書は、令和元（2019）年度に明和町が実施した史跡斎宮跡（三重県多気郡明和町斎宮・竹川地区）の現状変更緊急

発掘調査の結果をまとめたものである。

２ 　本書に掲載した調査のうち、第196－1・2次調査は事業者の明和町が費用を全額負担したが、それ以外については、

文化庁及び三重県の補助金を受けて実施している。

３　調査は明和町が主体となり、斎宮歴史博物館および明和町斎宮跡･文化観光課が現地調査を担当した。

４　調査区名の表示方法（例：6AL13）については、斎宮歴史博物館2003『史跡斎宮跡 平成13年度発掘調査概報』による。

５ 　遺構の平面図は、過年度との整合をはかるため、「測地成果2000」以前の旧国土座標第Ⅵ系に相当する座標系を用い

て表示している。

６ 　遺構・遺物の時期区分については、斎宮歴史博物館2019『斎宮跡発掘調査報告Ⅱ 柳原区画の調査 出土遺物編』を基

準とした。

７ 　遺構記号は、文化庁文化財部記念物課2010『発掘調査のてびき―集落遺跡発掘編―』に準拠し、遺構の種類から以下

のように表記している。

　　　SA：塀　　SB：掘立柱建物　　SD：溝　　SE：井戸　　SI：竪穴建物　　SK：土坑

　　　SP：柱穴・ピット（SA・SB・ SIに伴う柱穴はP＋番号と表記）　　SX：その他・不明遺構

８　図面・写真等の調査資料および出土遺物は、斎宮歴史博物館で一括保管している。

９ 　本書の執筆は、川部浩司（斎宮歴史博物館）が前言・調査報告を、味噌井拓志（明和町斎宮跡・文化観光課）が付編

の執筆を行い、編集は川部・味噌井が担当した。
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Ⅰ　前　言

　第１表　史跡現状変更等許可申請の推移

年　度 現状変更申請数 発掘調査件数 調査面積（㎡） うち補助金調査件数 同調査面積（㎡）
昭和 54 33 17 3,968 12 996 

55 60 12 1,281 10 815 
56 53 12 5,416 10 696 
57 50 8 657 7 577 
58 52 16 3,757 10 1,440 
59 30 15 2,884 12 1,589 
60 39 8 1,260 5 1,014 
61 54 12 1,845 9 1,507 
62 57 16 2,854 13 1,620 
63 46 17 8,820 7 1,131 

平成 元 57 16 7,091 9 1,061 
2 58 8 1,397 5 914 
3 46 3 1,550 1 1,190 
4 41 6 895 5 825 
5 48 8 1,670 6 1,090 
6 35 6 1,360 4 1,032 
7 39 2 587 1 480 
8 47 6 709 4 613 
9 39 6 832 2 452 
10 28 4 882 2 396 
11 37 8 816 3 186 
12 42 10 512 8 469 
13 38 14 439 5 409 
14 39 22 760 4 304 
15 44 19 1,558 8 1,124 
16 43 24 2,372 7 762 
17 31 14 3,002 8 338 
18 31 13 2,171 8 335 
19 50 12 374 11 270 
20 41 6 237 5 150 
21 56 5 790 3 45 
22 65 13 448.2 13 448.2 
23 43 13 1,070.7 10 223.8 
24 35 8 1,899.2 6 91 
25 44 17 640.7 12 370
26 41 16 868 9 555.8
27 53 15 352.5 11 198
28 55 17 751.9 8 532.9
29 38 12 664.8 6 214.9
30 42 12 766.1 8 248.4 

令和 元 27 7 2,007.3 5 349.3 
計 1,807 475 72,215.4 292 27,062.4 

　令和元年度は、27件の現状変更等許可申請が提出された。史跡指定後、年間約40～50件程度で推移しているが、令和元

年度は例年に比べて少ない状況となった。現状変更の内訳をみると、個人住宅の新築や改築、これに伴う盛土、排水路や

公園の整備など、史跡内住民の生活維持のための現状変更に加え、明和町による史跡の環境整備（排水路整備・祓戸公園

整備）などの歴史的風致維持向上計画（以下、「歴まち整備事業」）に伴う現状変更があり、事前の発掘調査や工事立会い

に対応した。このうち、発掘調査が必要となった案件は７件で、調査面積の合計は2,007.3㎡である。

　第196－3～7次調査は個人住宅の新築及び改築、あるいはそれに伴う盛土で、建物の基礎工事や浄化槽の埋設などに先

立って調査を行った。一方、「歴まち整備事業」として、第196－1次調査は排水路整備に関連するもので、改修に伴って

排水溝埋設部の調査を行った。第196－2次調査は祓戸広場整備に伴う事前の発掘調査で、1,330㎡の調査面積を要した。

令和元年度の調査面積の合計は2,000㎡を超え、例年よりも大幅増であった。これらの調査はいずれも、遺構密度や遺構

面の高さの確認など史跡保護にかかるデータの蓄積はもとより、斎宮跡の実態解明にとって重要な成果を得た。
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　第１図　発掘調査地位置図（1：10,000）
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Ⅱ　調査報告

１　第196－1次調査（6AU7・V7）

調査場所　 多気郡明和町大字斎宮字東加座、東前沖地内（道

路・水路）

原　　因　 「歴まち整備事業」東加座広場整備にかかる排水

路改修

調査期間　平成31年４月15日～令和元年７月17日

調査面積　328㎡

調査概要　調査地は、史跡北東部の方格街区の東限溝「エン

マ川」と北辺道路南側溝「前沖溝」に相当する。「歴まち整

備事業」にかかる散策路整備に伴う排水路改修の現状変更に

より、北辺道路南側溝の遺存を確認するため調査を行った。

既設の排水路を除却した底には、北辺道路南側溝の底面及び

溝埋土（最下層）が遺存していたため、工事立会いから発掘調査に切り替えて実施した。当初計画では、延長550

ｍの改修を予定していたが、流末の下流側を対象として、今年度分は幅３ｍ、延長90ｍ程度に対応した。調査区を

３箇所に分けて概要を報告する。

　調査区１の東端で造成土を除去し、現地表面から1.3ｍ下（標高7.7ｍ付近）で褐灰色粗粒砂～中粒砂と同色シル

トの互層堆積（約0.3ｍの厚さ）の検出があり、その底面（標高7.4ｍ付近）から西方へ下降する落ち込みを確認し

た。深さは0.6ｍ以上を測り、堆積層は粗粒砂～中粒砂とシルトの互層堆積やラミナの観察により、自然堆積を示

している（標高6.8ｍ付近まで確認）。同層中には平安時代の遺物を包含し、位置関係を勘案すると方格街区東限溝

（SD11273）と北辺道路南側溝（SD4355）の合流地点と推定される。調査区１西半部は施工の制限により、褐灰色粗

粒砂～中粒砂と同色シルトの地層を検出するに留め、その下面の断ち割りを安全面から回避したため確認できてい

ない。おそらく雨水等排水の流末による下刻を被っているとみられ、合流地点の溝底面の深度は深いと推測される。

　調査区２は水道管移設に伴う調査区である。現地表面から1.6ｍ下で北辺道路南側溝（SD4355）の下部を検出した。

埋土は褐灰色シルト～粘土で、後述する調査区３の③層に対応する。

　調査区３は造成土を除去し、現地表面から0.7ｍ下で①にぶい褐色シルト～粘土（標高8.3ｍ付近）、1.1ｍ下で

第 196-1 次調査

0 50m

第２図　第196－1次調査区位置図（1：2,000）

　第３図　第196－1次調査　遺物実測図（1：4）
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　第４図　第196－1次調査　遺構平面図（1：400）・土層図（1：100）
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②褐色粘土（標高7.9ｍ付近）、1.2ｍ下で③褐色シルト～粘土（標高7.8ｍ付近）を確認した。出土遺物から、①層

は近世、②層は中世、③層は古代に属する。③層は厚さ0.3ｍ測り、その底面は地山となる。調査区北端は底面が

南へ下降することから、東西方向の溝の北肩部と考えられる。出土遺物と位置関係から勘案して、第66・76次調査

で確認された北辺道路南側溝（SD4355）の北半部に相当すると推定される。溝底面や溝肩部には、土坑状に落ち込

む箇所が複数あり、底面中央には細い溝が部分的に掘削されている。平安時代の機能時に造作されたかどうか判然

としないが、少なくとも溝内に土坑が穿たれる遺構形成を窺えるとともに、細い溝は排水機能の向上あるいは浚渫

によって造作されたと推定される。なお、側溝幅は４～５ｍ程度とみられる。

　出土遺物は土師器・須恵器・陶器・磁器・瓦質土器・硯・瓦・土製品があり、すべて北辺道路南側溝（SD4355）

の出土である。なお、方格街区東限溝（SD11273）の出土遺物はなかった。

２　第196－2次調査（6AE7・E8・F7・F8）

調査場所　多気郡明和町大字竹川字祓戸700、703、704

原　　因　「歴まち整備事業」公園整備にかかる事前発掘

　　　　　調査

調査期間　令和元年５月13日～17日・24日（確認調査）

　　　　　令和元年７月22日～11月14日（本調査）

調査面積　1,330㎡

調査概要　調査地は史跡西部の沖積低地（水田耕作地）に位

置する。当該地付近は、旧竹神社から神宮橋にかけて「伊勢

道」の敷設が推定されてきた。これまで斎宮に関する古代～

中世の地下遺構は不明確であったため、今回の明和町による

「歴まち整備事業」の公園整備計画に伴って、史跡の内容確

認の発掘調査を実施した。

　周辺の既往調査として、平成29年度の第191－1次調査では、標高8.2ｍ付近で遺物包含層（整地土層）、その下層

に畝状隆起を構成する地層を挟み、さらに下層においても遺物包含層（整地土層）を確認している。いずれも中世

期以降の形成となる。狭隘な調査区のため地層の観察に終始したが、整地土層を伊勢道に由来する基盤層、畝状隆

起（SX11036）を斎宮に関する水田可耕地（生産域）の可能性を推定したところである（註）。

　既往調査の成果に基づき、本調査に向けて課題となった点は以下の通りである。

　　１．互層堆積を示す整地土層の詳細な形成時期はいつか。

　　２．伊勢道に由来する道路基盤あるいは路床の構築、道路側溝などが遺存しているかどうか。

　　３．畝状隆起は小区画水田なのか。田面利用が観察できないのはなぜか。

　本調査は基本層序③層上面を遺構検出面とした。③層上面には偶蹄類（ウシ）の踏圧痕が認められる。③層を除

去した④層は、南北方向に伸びる畝状の造作が及んでおり、東西方向に1.5ｍ間隔で並んでいる。④層は畝状隆起（畝

状遺構）として削り出し、その間隙は概ね水平に仕上げている。なお、⑤層は中～近世期の陶器・磁器類の細片を

包含する。畝状遺構は水田遺構でないと推測され、近世期以降のいわば圃場整備に伴う造成工事とみられる。

　調査成果に基づく当該地の土地利用の変遷を以下に推定する。

　〔変遷１〕 祓川右岸の沖積リッジ（自然堤防）間に後背低地（⑥層）が形成される。⑥層は植物遺体を包含し、

ラミナをもつ自然堆積の沖積層となる。

　〔変遷２〕近世期に耕地利用として⑥層を埋め立てる（部分的に整地土層（⑤層）を充填）。

　〔変遷３〕祓川の沖積作用によって④層が厚く被る。

第 196-2 次調査
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第５図　第196－2次調査区位置図（1：4,000）

－ 5 －



E E’

C

C’

A

A’

B

B’

D

D’

確認調査
調査区４

確認調査
調査区３

第 191-1 次
（調査区２）

第 196-2 次

第 191-1 次
（調査区１）

確認調査
調査区２

確認調査
調査区１

20m0 （S=1/500）

神宮橋

祓　川

確認調査区

畝状遺構：SX11036

③・④層の分布域

X＝-162,040

X＝-162,020

X＝-162,000

Y
＝
5
5
,
8
6
0

Y
＝
5
5
,
8
4
0

Y
＝
5
5
,
8
2
0

Y
＝
5
5
,
8
0
0

D”

E’

D’

C’

7.0m

8.0m

7.0m

E

D

C

B B’

A’A
9.0m

8.0m

7.0m

8.0m

7.0m

8.0m

8.0m 調
査
区
２

確
認
調
査

4

3

6

2
1

5

＜サブトレンチ北壁土層注記＞
1  【整地土１】  10YR4/2 灰黄褐色シルト（7.5YR5/4 にぶい褐色シルトの偽礫を多く含む）
2  【畝状遺構】  10YR6/4 にぶい黄橙色シルト【SX11036】
3  【整地土2-A】7.5YR5/4 にぶい褐色シルト（2層と4層の混淆土・攪拌あり）
4  【整地土2-B】7.5YR4/3 褐色シルト（礫を多量に含む）
5　【整地土2-C】 10YR5/1 褐灰色シルト
6　【後背低地】 7.5YR4/1 褐灰色シルト
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③ 【整地土１】  10YR4/2 灰黄褐色シルト
④ 【畝状遺構】　10YR6/4 にぶい黄橙色極細粒砂～シルト
⑤ 【整地土２】  10YR5/1 褐灰色シルト
⑥ 【後背低地】7.5YR4/1 褐灰色シルト

祓川の自然堤防

畝状遺構整地土１
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＜後背低地の整地土層＞

　第６図　第196－2次調査　遺構平面図（1：500）・土層図（1：200）
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　〔変遷４〕整地土層（③層）を充填するにあたって、④層上部を畝状に削り出しによって加工する。畝状遺構

（SX11036）は強固な地盤を形成するための整地工法の可能性がある（土地整備に伴う一種の土木工法か）。

　〔変遷５〕②・①層が形成する（現代の耕作土層）。

　③・④・⑤層中の出土遺物は、弥生土器・土師器・須恵器・青磁・陶器・磁器・土製品・鉄製品・銭貨があり、

いずれも弥生～近世までの遺物を含む。③・⑤層は周辺の沖積リッジ上に形成された遺物包含層の二次堆積あるい

は再加工による充填に由来するものと推測される。⑥層より上部の地層の形成時期は、近世期以降とみられる。よ

って、斎宮に関わる古代～中世の遺構は確認できなかった。沖積作用による浸食あるいは近世期以降の土地利用の

ため、「伊勢道」及び斎宮に関連する遺構は遺存していない可能性が高いと推定される。

（註）明和町 2019『史跡斎宮跡 平成29年度現状変更緊急発掘調査報告』

３　第196－3次調査（6AP7）

調査場所　多気郡明和町大字斎宮字楽殿2889-3

原　　因　駐車場造成

調査期間　令和元年５月16日～６月７日

調査面積　105.5㎡

調査概要　調査地は史跡北部の斎王の森の北側に位置し、第

191－9・194－1次調査の西側隣接地にあたる。調査前の土地

利用は畑地である。

　本調査は駐車場造成による盛土施工に伴うものである。調

査区は、幅３ｍ、長さ約30ｍを基準に設定し、部分的に拡

張した。調査区の南端で地表面から深さ0.2～0.3ｍ、北端は

0.6ｍで地山面に至る。調査区北半部は埋積浅谷に由来する

ため、地山面が深い。埋積浅谷は、既往調査（第191－9・

194－1次調査）でも確認している。調査区北半部の斎宮関連遺構は、埋積浅谷の上面で形成されていると予想され

るが検出は困難であり、誤認を回避するため地山面で行った。埋積浅谷による湿潤な地形環境のためか検出遺構は

疎らで、北半部と南半部の遺構数に粗密が生じている。一方、南半部は建物遺構をはじめとして、多くの遺構が確

認された。検出遺構は竪穴建物３棟、土坑（井戸）１基などがある。出土遺物は土師器・須恵器・灰釉陶器・土製

品・石製品・鉄製品があった。
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第 196-3 次調査
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第８図　第196－3次調査区位置図（1：2,000）

　第７図　第196－2次調査　遺物実測図（1：4）
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　第９図　第196－3次調査　遺構平面図（1：200）・土層図（1：100）
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　SI11274は、平面形が長方形（長軸6.5ｍ×短軸3～3.5ｍ）を呈し、正方位に配置する。竪穴南半部は周囲に２×

２間の柱穴を有するが、竪穴北半部には中央に棟持柱穴と推測される１基のみとなる。主柱穴及び造付カマドは設

置されていない。竪穴北半部の短軸は南半部より0.5ｍほど狭い。検出状況から竪穴＋半掘立柱状の建物と推測され

る。南半部は覆屋、北半部は竪穴（あるいは露天）の構造をもつ。ただし壁周溝はない。内部構造は双方の短軸箇

所に大型の土坑を設置している。掘削直後に円筒形（箱形？）の工作物を設け、周囲を黒褐色シルトで充填する。

土坑中央の被熱面の上面は皿状を呈することから、溶解炉（半地下式）とみられる。竪穴中央部西寄り（土坑間）

の貼床上面に地床炉（地上式）を設ける。当該遺構は冶金関連建物と推定され、SE11277が随伴する構成となる。

　第10図　第196－3次調査　SI11274・SI11275遺構平面図（1：100）・土層図（1：100）
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＜SI11274内 南土坑土層注記＞
1  7.5YR3/1 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒30％含む）
2  7.5YR3/2 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒30％含む）
3  7.5YR2/3 暗褐色シルト（焼土粒・炭化粒10％含む）
4  7.5YR3/1 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒20％含む）
5  7.5YR3/2 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒10％含む）
6  7.5YR3/3 暗褐色シルト（焼土粒・炭化粒 5％含む）
7   2.5Y2/2 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒10％含む）
8  7.5YR3/4 暗褐色シルト（焼土粒・炭化粒20％含む）
9  7.5YR3/3 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒 5％含む）

＜SI11274内 北土坑土層注記＞
1  7.5YR3/4 暗褐色シルト（焼土粒・炭化粒30％含む）
2  7.5YR4/4 褐色シルト　（焼土粒・炭化粒40％含む）
3  7.5YR5/6 明褐色シルト【炉壁】
　 7.5YR4/6 褐色シルト　（焼土粒・炭化粒30％含む）
4  7.5YR4/2 灰褐色シルト（焼土粒・炭化粒20％含む）
5  7.5YR3/2 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒10％含む）
6  7.5YR3/1 暗褐色シルト（焼土粒・炭化粒20％含む）
7  7.5YR3/2 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒10％含む）
8  7.5YR4/2 灰褐色シルト（焼土粒・炭化粒20％含む）
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＜SI11274 東側柱P4～6土層注記＞
南(P4)
1  7.5YR3/1 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒20％含む）
2  7.5YR3/3 暗褐色シルト（焼土粒・炭化粒 5％含む）
中央(P5)
1  7.5YR3/1 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒20％含む）
2  7.5YR4/3 褐色シルト　（焼土粒・炭化粒 5％含む）
北(P6)
1  7.5YR3/1 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒20％含む）
2  7.5YR3/2 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒 5％含む）
3  7.5YR3/3 暗褐色シルト（焼土粒・炭化粒 5％含む）

＜SI11274 西側柱P1・2土層注記＞
北(P1)
1  7.5YR3/1 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒20％含む）
2  7.5YR3/3 暗褐色シルト（焼土粒・炭化粒 5％含む）
南(P2)
1  7.5YR3/1 黒褐色シルト（焼土粒・炭化粒20％含む）
2  7.5YR3/3 暗褐色シルト（焼土粒・炭化粒 5％含む）

＜SI11275土層注記＞
1  10YR7/6 明黄褐色シルトに7.5YR4/2 灰褐色シルトが混じる
2  10YR3/3 暗褐色シルト
3  10YR4/2 灰黄褐色シルト
4  10YR5/6 明黄褐色シルトと10YR4/2 灰黄褐色シルトの混淆土【貼床】
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　第11図　第196－3次調査　SI11274遺構平面図・土層図・遺物出土状況図（1：50）・SI11275遺物出土状況図（1：50）
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　遺構の形成は、竪穴掘削→土坑掘削→掘立柱（竪穴）状覆屋→炉構築→土坑埋積⇒操業とみられ、操業の工程は、

鉄素材→溶解炉（鋳造／鍛造）→成形の工程、製品→地床炉（鍛造）→成形の工程の２通りが推定される。冶金関

連遺物としては、焼成粘土塊（炉壁、羽口・送風管目張り）、燃料材としての木炭が多数出土しているが、鉄素材

としては釘１点で僅少である。羽口・送風管、金床石、槌、鉗、砥石・磨石、鉱滓などは出土していないが、炉構

　第12図　第196－3次調査　遺物実測図（1）（1：4）
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築や焼土粒・木炭の散在、地床炉の設置からも鍛冶工房と考えられる。

　出土遺物は、炉構築箇所の土坑内を中心に土師器杯・皿・甕などがある。土師器杯は完形品が多く、炉構築時あ

るいは廃絶後に捨てられた印象を受ける。特筆される遺物として、底に墨書「鴨」のある土師器杯が挙げられる（第

12図15）。奈良時代中～後期（斎宮Ⅰ-3期）に属し、操業は概ね光仁・桓武朝と推定される。

　SI11275はSI11274の廃絶後に設けられる。3.1ｍ×2.6ｍの平面規模をもつ小型の竪穴建物である。SI11276は一辺

2.2ｍを測ることから、極小規模の建物と推測される。いずれも底面は土坑状に凹凸の造作をもつが、貼床によっ

て機能面は平滑に施されている。床直上から土師器杯・甕などがまとまって出土した。特筆される遺物に、底部が

穿孔された土師器杯Ａに鉄製棒状品が融着している資料がある（第13図43）。出土時は円孔から鉄製品が離脱して

いたが、本来は差し込んで使用したものかもしれない。ただし、遺物の性格は不明である。奈良時代後期～平安時

代初頭（斎宮Ⅰ-3～Ⅱ-1期）に属する。

　SI11274の溶解炉とみられる被熱痕跡は、高温操業を示すことから精練・鋳造炉とみられ、炉の構造は半地下式の

円筒形の溶解炉と推定できる。操業は小規模ながら３つの炉（大・中・小の規格）を一体化した構造をもち、規格

に応じた総合的な工房と目される。大型炉（北土坑の半地下式炉）は溶解（鋳造用）、中型炉（南土坑の半地下式

炉）は溶解（鋳造／鍛造用）、小型炉（地上式地床炉）は溶解／鍛冶（鋳造／鍛造用）と推測され、鋳造／鍛造鉄

器（鉄斧、鋤先）などの道具を中心に再生産及び補修していたと想定される。金属製道具の修繕、改変を伴う造作

（メンテナンス・リサイクル）を一つの施設で行っていたとみられる。方格街区に近く、北に奥まった埋積浅谷

の脇に設けられ、方格街区成立以前の操業からも、工房の機能は方格街区建設に伴う土木具や工具の修繕・造作

と推定される。しかし、操業規模は大きくないと見積もられ、一過性の工房と推測される。斎宮の冶金関連工房

　第13図　第196－3次調査　遺物実測図（2）（1：4）
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は、斎宮寮管理下での運営といえるまでの工房（官営工房）を組織化せず、安定的な維持はとられない。

　SI11274（冶金工房）廃絶後、SI11275・SI11276をはじめとして、第196－5次でも竪穴建物３棟を検出しており、

方格街区の北方には数棟程度を単位とした広範かつ散在的に小型の竪穴建物群の分布が認められる。小型鉄器（釘

中心）が出土する特徴があり、主柱穴・造付カマドが無い建物構造をもつ。建物の性格は不明であるが、方格街区

成立後における官人らの居住遺構の可能性を残す。

４　第196－4次調査（6AO14）

調査場所　多気郡明和町大字斎宮字木葉山304-7

原　　因　住宅改築

調査期間　令和元年８月19日～21日・12月９日

調査面積　22.2㎡

調査概要　調査地は史跡南部に位置し、八脚門

（SB6850）の公園整備地から東へ120ｍ地点にあ

たる。住宅改築に伴う発掘調査であり、地下遺構

の破壊が免れない鋼管杭の打設地点に沿って行っ

た。調査区は浄化槽箇所を含めて、南北方向に４

箇所のトレンチを設けた。

　調査地は地表面（標高11.6ｍ付近）から深さ1.4

～2.2ｍ（標高10.2～9.5ｍ）で地山面に至る。地

層は上から造成土（宅地造成）、黒褐色シルト（攪

乱土層：瓦・陶磁器を多量に含む）である。近現

代～現代の攪乱土層によって斎宮関連遺構は完全

に削平を受けている。遺構・遺物ともにみられな

かった。

第15図　第196－4次調査　遺構平面図・土層図（1：100）
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５　第196－5次調査（6AO8）

調査場所　多気郡明和町大字斎宮字篠林3176-3

原　　因　住宅建築

調査期間　令和元年10月４日～17日

調査面積　103.3㎡

調査概要　調査地は史跡北部の斎王の森の北西側に位置し、

第196－3次調査から南西約150ｍの地点にあたる。住宅建築

に伴う発掘調査であり、地下遺構の破壊が免れない鋼管杭の

打設地点に沿って行った。調査区は東西方向とロ字状の２箇

所のトレンチを設けた。調査地は地表面から深さ0.4ｍで地

山面に至る。なお、遺物包含層は地表面から深さ0.2～0.3ｍ

で達する。検出遺構は竪穴建物３棟など、出土遺物は土師器・須恵器・緑釉陶器・焼成粘土塊があった。

　SI11279は、一辺2.7ｍで平面形が方形を呈し、床面まで深さ0.45ｍを測る。底面の地山層は平滑に仕上げ、その

直上に黒褐色シルトと黄褐色シルトの混淆土が0.1ｍ堆積するが、貼床かどうか判然としない。主柱穴と造付カマ

ドは確認できなかった。出土遺物は埋土上層（①層）から土師器・須恵器などが出土した。建物廃絶期は、奈良時

　第17図　第196－5次調査　遺構平面図・土層図（1：100）
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代前～後期（斎宮Ⅰ-2～Ⅰ-3期）に位置付けられる。

　SI11280はSI11279の廃絶後に設けられる。一辺４ｍ×3.3ｍの平面規模をもち、床面まで深さ0.6ｍを測る。平面

形は方形プランを呈するが、主柱穴と造付カマドはない。底面は土坑状あるいは溝状に凹凸の造作をもつが、貼床

によって機能面は平滑に施されている。床直上の出土遺物は少ないが、埋土上～中層（①～③層）から土師器・須

恵器などが多数出土した。建物廃絶期は奈良時代後期（斎宮Ⅰ-3期）に位置付けられる。

　当該地から北東へ約150ｍ地点の第196－3次でも竪穴建物３棟を検出しており、ほぼ同時期に機能していた建物

遺構とみられる。方格街区施工前後の竪穴建物の分布状況を確認したことが調査成果となる。

６　第196－6次調査（6AN11）

調査場所　多気郡明和町大字斎宮字木葉山95番9

原　　因　住宅建築

調査期間　令和元年11月13日～26日

調査面積　44㎡

調査概要　調査地は史跡南部に位置し、八脚門（SB6850）の

公園整備地から北西へ120ｍ地点にあたる。住宅建築に伴う

発掘調査であり、地下遺構の破壊が免れない鋼管杭の打設地

点に沿って行った。調査区は南北方向を主体に浄化槽箇所を

含めて５箇所のトレンチを設け、その間を部分的に連結して

いる。調査地は地表面から深さ0.4ｍで地山面に至る。ただ

し、表土直下（地表面から深さ0.15ｍ）で遺物包含層に達し、

0.25ｍの堆積厚がある。調査区内は攪乱が及んでいるが、斎宮関連遺構は良好に遺存している。検出遺構は竪穴建

第 196-6 次調査
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第19図　第196－6次調査区位置図（1：2,000）
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　第18図　第196－5次調査　遺物実測図（1：4）
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物１棟、掘立柱塀とみられる柱列３条など、出土遺物は土師器・須恵器・二彩陶器・灰釉陶器・土製品があった。

　SI11282は調査区４の南西隅で検出した竪穴建物である。一辺１ｍ以上の平面形が方形を呈し、深さ0.5ｍを測る。

底面は緩い段差をもつが、明確な貼床は確認できない。なお、最下層に黒色シルトと明黄褐色シルトの混淆土（厚

さ５㎝の堆積）が貼床の可能性を残す。調査区の制約から主柱穴と造付カマドの有無は確認していない。床直上の

出土遺物は少ないが、埋土上～中層（①・②層）から土師器・須恵器などが出土した。特筆される遺物として、煙

突付の移動式カマドの破片がある（第22図１）。覆部内面は燻されて黒色化しており、一定期間使用された後、竪

穴建物が埋積する途中に廃棄されたと推測される。建物廃絶期は、出土遺物から古墳時代後期とみられる。
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　第20図　第196－6次調査　遺構平面図（1：100）
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3①
①
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③

②

＜P6(SA11284)土層注記＞
ⅰ 10YR4/2 灰黄褐色シルトに
　 10YR7/6 明褐色シルトが混じる
ⅱ 10YR3/1 黒褐色シルトに
　 10YR7/6 明褐色シルトが少量混じる
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＜P8(SA11284)土層注記＞
Ⅰ 7.5YR2/3 極暗褐色シルト
Ⅱ 7.5YR2/2 黒褐色シルト

＜P7(SA11285)土層注記＞
① 7.5YR2/2 黒褐色シルトに
　  10YR7/6 明黄褐色シルトが混じる【柱痕跡】
② 7.5YR2/2 黒褐色シルト
③  10YR3/2 黒褐色シルトに
　　10YR7/6 明黄褐色シルトが多く混じる
④  10YR7/6 明黄褐色シルトと
　  10YR3/2 黒褐色シルトの混淆土

＜P5(SA11285)土層注記＞
① 10YR4/2 灰黄褐色シルトに
　 10YR7/6 明黄褐色シルトが混じる【柱抜取穴】
② 10YR3/1 黒褐色シルトに
　 10YR7/6 明黄褐色シルトが少量混じる【柱痕跡】
③ 10YR3/1 黒褐色シルト
④ 10YR3/2 黒褐色シルトに
　 10YR7/6 明黄褐色シルトが混じる
⑤ 10YR7/6 明黄褐色シルトに
　 10YR3/1 黒褐色シルトが混じる
⑥ 10YR7/6 明黄褐色シルト
⑦ 10YR7/6 明黄褐色シルトと
　 10YR3/1 黒褐色シルトの混淆土

＜調査区基本層序土層注記＞
１ 【表土】
２  10YR2/2 黒褐色シルト
３ 7.5YR3/3 暗褐色シルト【包含層】
４ 7.5YR3/3 暗褐色シルトと
　  10YR7/6 明褐色シルトの混淆土
   【包含層】

＜P4(SA11286)土層注記＞
Ⅰ 10YR7/6 明黄褐色シルトに
　 10YR2/2 黒褐色シルトが混じる
Ⅱ 10YR2/2 黒褐色シルト
Ⅲ 10YR4/2 灰黄褐色シルト

＜SI11282土層注記＞
① 7.5YR2/2 黒褐色シルトに
　  10YR7/6 明黄褐色シルトが少量混じる
②  10YR2/1 黒色シルトに
　  10YR7/6 明黄褐色シルトが少量混じる
③  10YR2/1 黒色シルトと
　  10YR7/6 明黄褐色シルトの混淆土

＜P9土層注記＞
① 7.5YR2/3 極暗褐色シルト
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＜P2(SA11286)土層注記＞
ⅰ 10YR7/6 明黄褐色シルトに
　 10YR2/1 黒色シルトと
　 10YR2/3 黒褐色シルトが混じる

＜SP1土層注記＞
①  10YR3/2 黒褐色シルト【柱抜取穴】
②  10YR3/1 黒褐色シルトに
　  10YR7/6 明黄褐色シルトと
　 7.5YR3/1 黒色シルトの混淆土が混じる

＜P3(SA11285)土層注記＞
Ⅰ  10YR3/1 黒褐色シルトに
　  10YR7/6 明黄褐色シルトと
　 7.5YR3/1 黒色シルトの混淆土が混じる
Ⅱ　10YR2/3 黒褐色シルト
Ⅲ　10YR3/1 黒褐色シルトに
　  10YR7/6 明黄褐色シルトと
　 7.5YR3/1 黒色シルトの混淆土が混じる

＜SK11283土層注記＞
A 7.5YR2/2 黒褐色シルトに
　 10YR7/6 明黄褐色シルトが少量混じる
B  10YR2/1 黒色シルトに
　 10YR7/6 明黄褐色シルトが少量混じる
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SI11282

SP1

調査区１

P3
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D D’

5m0 （S=1/100）

　煙突付移動式カマドは、タタキ成形後に粗いハケ調整で仕上げるが、受部は屈曲した上面が平滑を保ち、煙突を

もつ特徴から古墳時代後期頃の所産と比定される。こうした煙突付の移動式カマドは、大阪湾岸域の蔀屋北遺跡・

長原遺跡に類例があり、奈良盆地の小林遺跡にそのミニチュア炊飯具がある。いずれも渡来系集団を介在する集落

遺跡であり、移動式カマドは彼らの主導によって日本列島で定着した道具である。当該資料はこのような近畿地方

の資料に系譜をもつと考えられる。

　調査区１の北半部では、南北２間分であるが３列の柱穴列を検出し、遺構の形状・埋土の特徴とその配置から掘

立柱塀と想定される。柱穴の重複関係から、柱掘方は平面形が①不整方形→②隅丸方形→③正方形の変遷が認めら

れる。これを根拠としてSA11284→SA11285→SA11286の建替えが推定できる。

　SA11284（P6・P8）は、柱掘方が一辺約0.8ｍ、柱痕跡0.2ｍ厚、柱間約2.6ｍを測る。SA11285（P3・P5・P7）は、

柱掘方が一辺0.9ｍ、柱痕跡0.4ｍ厚、柱間３ｍ（10尺）を測る。SA11286（P2・P4）は、柱掘方が一辺１ｍを測り、

柱痕跡厚は不明ながら柱間約３ｍ（約10尺）の可能性が高い。いずれも塀の向きはＮ3～4°Ｗとなる。SA11285の柱

穴は、SA11284・SA11285よりも掘削が深く、太い柱を用いて掘立柱塀を構築している。建替えごとに柱穴は若干の

規模の差を生じているが、柱穴と柱間の規模からも掘立柱塀は堅牢かつ重厚さを窺える。なお、P1は掘立柱塀の廃

絶後に設けられた柱穴であるが、建物あるいは塀等を復元するには至らない。

　調査地は方格街区木葉山西区画の西辺道路の西側隣接地にあたる。検出した掘立柱塀は、その向きが方格街区と

合致することから、同時期に併存していたと考えられる。掘立柱塀の位置は、木葉山西区画の西辺道路推定路線か

ら西へ35～40ｍ地点に相当するが、方格街区域の外郭線として大型の掘立柱塀による遮蔽施設を設置している可能

性が考えられる。なお、SA11286の柱掘方の上半部には、柱抜取穴を有していることから、方格街区木葉山西区画

の施設（八脚門など）の廃絶に連動して柱が抜き取られた可能性が高い。特筆される遺物として、調査区１のP1柱

抜取穴から二彩陶器片が出土している（第22図９）。

　第21図　第196－6次調査　土層図（1：100）
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７　第196－7次調査（6AS12）

調査場所　多気郡明和町大字斎宮字中西2752

原　　因　住宅建築

調査期間　令和元年11月28日～12月17日

調査面積　74.3㎡

調査概要　調査地は史跡東南部の鍛冶山西区画に位置する。

住宅建築に伴う発掘調査であり、調査区を南北に分けて２箇

第 196-7 次調査
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第23図　第196－7次調査区位置図（1：2,000）
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　第22図　第196－6次調査　遺物実測図（1：4）
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　第24図　第196－7次調査　遺構平面図・土層図（1：100）
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＜調査区１南・西壁土層注記＞
１ 7.5YR4/2 灰褐色土【表土・造成土】
２ 7.5YR4/3 褐色細粒砂～シルト(地山偽礫、焼土粒・土器細片を含む)【整地土層】
３ 7.5YR4/3 褐色シルト【整地土層・包含層】
４ 7.5YR4/2 灰褐色シルト
５ 7.5YR3/4 暗褐色シルト【整地土層】
６ 7.5YR3/1 黒褐色シルトに４層が混じる【SD11291】
７ 7.5YR4/3 褐色細粒砂～シルト(地山偽礫、焼土粒・土器細片を含む)【SD11291】
８ 7.5YR4/2 灰褐色シルトと５・18層の混淆土【SD11291】

９ 7.5YR3/4 暗褐色細粒砂～シルト(地山偽礫、焼土粒・土器細片を含む)【SD11291】
10  10YR3/4 暗褐色細粒砂～シルト(地山偽礫、焼土粒・土器細片を含む)【SD11290】
11  10YR3/2 黒褐色細粒砂～シルト(地山偽礫、焼土粒・土器細片を含む)【SD11290】
12  10YR3/2 黒褐色細粒砂～粘土(地山偽礫、焼土粒・土器細片を含む)【SD11290】
13  10YR3/4 暗褐色シルト【SD11290】
14 7.5YR2/2 黒褐色シルト～粘土【SD11290】
15  10YR3/2 黒褐色シルト(地山偽礫、焼土粒・土器細片を含む)【整地土層】
16  10YR4/2 灰黄褐色細粒砂～シルト【SK11287】
17  10YR3/2 黒褐色細粒砂～粘土と地山偽礫の混淆土【SK11287】
18 7.5YR4/2 灰褐色シルト【包含層】
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＜調査区２西壁土層注記＞
１  10YR3/2 黒褐色土【表土・造成土】
２  10YR3/2 黒褐色細粒砂～シルト
３  10YR3/2 黒褐色細粒砂～シルトに地山偽礫が少量含む【柱痕跡】
４  10YR3/2 黒褐色細粒砂～シルトと地山偽礫の混淆土【柱掘方】
５  10YR3/3 黒褐色細粒砂～シルトと地山偽礫の混淆土
６  10YR3/3 暗褐色細粒砂～シルト
７ 7.5YR4/1 褐灰色細粒砂～粘土【攪乱】
８ 7.5YR3/3 暗褐色細粒砂～シルト
９ 7.5YR3/3 暗褐色シルト～粘土
10 7.5YR3/3 暗褐色礫～シルト【柱痕跡】、7.5YR3/3 暗褐色礫～粘土【柱掘方】
11  10YR3/3 褐色シルト【包含層】
12  10YR3/2 黒褐色細粒砂～シルト【柱痕跡】
13  10YR3/2 黒褐色細粒砂～シルトと地山偽礫の混淆土【柱掘方】

＜SD11296土層注記＞
①  10YR3/2 黒褐色細粒砂～シルト
②  10YR3/2 黒褐色シルト
③  10YR3/2 黒褐色シルト～粘土

＜SD11295土層注記＞
① 7.5YR3/3 暗褐色シルト～粘土
② 7.5YR3/3 暗褐色シルト～粘土
   (地山偽礫・礫が混じる)

＜SD11294土層注記＞
①  10YR4/4 褐色細粒砂～シルト
②  10YR4/6 褐色細粒砂～シルト
③  10YR4/4 褐色シルト

＜SD11293土層注記＞
① 7.5YR3/3 暗褐色シルト
② 7.5YR3/3 暗褐色シルト～粘土
③ 7.5YR3/4 暗褐色シルト～粘土
④ 7.5YR3/2 黒褐色シルト～粘土
⑤ 7.5YR3/2 黒褐色シルト～粘土に
   地山偽礫が少量混じる
⑥ 7.5YR3/3 暗褐色シルト～粘土
⑦ 7.5YR3/2 黒褐色シルト～粘土と
   地山偽礫の混淆土

＜SK11292土層注記＞
① 7.5YR3/2 黒褐色シルト
② 7.5YR3/2 黒褐色シルトに
   地山偽礫が混じる
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所のトレンチを設けた。調査地１は地表面から深さ0.4ｍ、調査区２は0.5ｍで地山面に至り、遺物包含層（整地土

層か）は調査区１で0.2ｍ、調査区２は0.4ｍで達する。調査区内は攪乱が多数及んでおり、斎宮関連遺構の遺存度

は悪い。検出遺構は土坑５基、溝７条などを確認した。いずれも規模の大きい遺構は検出されるが、建物遺構など

は判然としない。出土遺物は土師器・須恵器・陶器・土製品・鉄製品・銭貨があった。

　調査区１は、東半部に大型土坑（SK11287～SK11289）の連結、西半部は大型の溝（SD11290・SD11291）を検出し

た。東半部の連結する大型土坑の平面形は不整な形状を呈し、いずれも擂鉢状に窪む。内院の外郭の土坑状遺構に

連なるものの可能性があるが、調査区の制約から判然としない。西半部は検出幅約５ｍを測る南北方向の溝（SD11290）

があり、それが概ね埋積した後に南から西へ緩やかに折れ曲がる溝（SD11291）が開削される。南北溝の東肩はオ

ーバーハングし、深さ0.8ｍ、Ｌ字状溝は検出幅1.4ｍ、深さ0.5ｍを測る。調査区２では検出していないため、調

査区間で途切れるか、外部へ続くものと推測される。これらの上部に整地土層が形成されており、おそらく窪地地

形を平滑に造作していると考えられる。

　調査区２は東西方向の溝４条が併走する配置にあるが、地層から新旧関係を観察でき、SD11294→SD11295→SD11296

の順に掘削されている。SD11293は検出幅約３ｍ、深さ1.2ｍを測り、二段掘りで断面形状が逆台形を呈する。これ

らの東西溝に併行した小型の柱穴列が復原でき、塀あるいは柵の可能性がある。

　参宮街道沿いの調査地のため、全体的に後世の改変が著しく地下遺構の遺存状況は悪い。本調査では、掘削深度

の大きい遺構の確認に留まる。なお、内院の外郭南辺の掘立柱塀は、調査区１・２間に収まるものと推測されるた

め、今回は確認できていない。

　第10次調査の東西溝を延伸して復原すると、SD11293はSD589、SD11294はSD590、SD11295はSD591と推定される。

SD11293は、鍛冶山西区画の南辺に設けられた区画道路北側溝の蓋然性が高い。
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　第25図　第196－7次調査　遺物実測図（1：4）
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次数 遺構名
調査時
遺構名

時期 出土遺物 備考

196-1
SD 4355 前沖溝 古代～近世 土師器・須恵器・陶器・磁器・瓦質土器・硯・瓦・土製品 墨痕のある須恵器

SD 11273 溝1 古代～中世 土師器・須恵器・土錘

196-2 SX 11036 畝状遺構 近世 土師器・須恵器・陶器・鉄器（釘） 第191-1次調査ではSN11036と表記

196-3

SI 11274 竪穴建物1 奈良中～後期 土師器・須恵器・焼成粘土塊

SI 11275 竪穴建物2 奈良後～平安初 土師器・須恵器

SI 11276 竪穴建物3 奈良後～平安初 土師器・須恵器 墨痕のある土師器

SE 11277 土坑4 奈良中～後期 土師器

SD 11278 溝1 奈良中～後期 土師器・須恵器 暗文土師器（刻書あり）

196-5

SI 11279 土坑1 奈良前～後期 土師器

SI 11280 竪穴建物 奈良後期 土師器・須恵器

SI 11281 土坑2 奈良中～後期 土師器・焼成粘土塊

196-6

SI 11282 竪穴建物1 古墳後期 土師器

SK 11283 土坑1 古墳後期～ 土師器

SA 11284 pit3・6 平安前期 土師器・黒色土器 P6・P8

SA 11285 pit5・7・10 平安前期～ 土師器 P3・P5・P7

SA 11286 pit2・9 平安前期～ 土師器 P2・P4

196-7

SK 11287 土坑3 平安後期～ 土師器・須恵器

SK 11288 土坑5 平安後期～ 土師器

SK 11289 土坑4 平安後期～ 土師器

SD 11290 溝2 平安後期～ 土師器・須恵器

SD 11291 土坑2 平安後期～ 土師器

SK 11292 P3 平安後期以前 土師器

SD 11293 溝2 平安後期 土師器

SD 11294 溝5 平安後期～ 土師器

SD 11295 溝4 平安後期～ 土師器

SD 11296 溝3 平安後期～ 土師器

第196-1次調査

番
号

器種 器形 出土遺構
調査時
遺構名

法量(cm)
重さ(g)

調整・技法の特徴
胎
土

焼
成

色調 残存度 登録番号 備考

1 土師器 甕 SD4355 前沖溝
推定口径
残存高

14.2
3.3

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・板ナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部1/12 002-03

2 土師器 甕 SD4355 前沖溝
口径

残存高
18.9
5.9

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・板ナデ

密 良 にぶい橙7.5YR6/4 口縁部2/12 002-04

3 土師器 焙烙 SD4355 前沖溝
推定口径
残存高

37.7
3.6

外面：ヨコナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・板ナデ

密 良 にぶい橙7.5YR6/4 口縁部2/12 002-01 外面に煤付着

4 灰釉陶器 風字硯 SD4355 前沖溝 残存高 3.8 
外面：ナデ・脚部貼付
内面：ナデ

密
やや
良

灰白2.5Y8/1 － 001-02 　

5 須恵器 鉢 SD4355 前沖溝
底径

残存高
14.0
5.6

外面：ロクロナデ・ロクロケズリ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良 灰白2.5Y7/1 底部2/12 003-05

6 須恵器 陶臼 SD4355 前沖溝
底径

残存高
9.1
3.7

外面：ロクロナデ・ナデ・糸切痕
内面：ロクロナデ

密 良
釉：根岸色987
素地：灰白2.5Y7/1

底部11/12 002-02 底外面：ヘラ記号

7 灰釉陶器 椀 SD4355 前沖溝
底径

残存高
5.7
1.7

外面：ロクロケズリ・糸切痕
内面：ロクロナデ

密 良
釉・ ：鶸茶815
素地：灰白2.5Y7/1

底部
ほぼ完形

003-02

8 灰釉陶器 椀 SD4355 前沖溝
底径

残存高
5.8
1.7

外面：ロクロナデ・ロクロケズリ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良
釉：鶯色818
素地：灰白2.5Y7/1

底部5/12 002-05

9 灰釉陶器 椀 SD4355 前沖溝
底径

残存高
5.5
2.1

外面：ロクロナデ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良 灰白2.5Y7/1 底部2/12 001-07

10 灰釉陶器 椀 SD4355 前沖溝
底径

残存高
6.9
2.4

外面：ロクロナデ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良
釉：根岸色987
素地：灰白2.5Y8/1

底部4/12 002-06

11 灰釉陶器 椀 SD4355 前沖溝
底径

残存高
7.1
2.1

外面：ロクロケズリ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良
釉：灰白946
素地：灰白2.5Y7/1

底部3/12 003-01

12 陶器 山茶椀 SD4355 前沖溝
底径

残存高
7.0
2.1

外面：ロクロケズリ・糸切痕のちナデ消し・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良 灰白2.5Y7/1 底部7/12 003-03

13 陶器 山茶椀 SD4355 前沖溝
底径

残存高
7.5
1.8

外面：ロクロケズリ・貼付高台・糸切痕
内面：ロクロナデ

密 良 灰白2.5Y7/1 底部4/12 001-06 内面：墨痕

14 陶器 山茶椀 SD4355 前沖溝
底径

残存高
7.2
2.2

外面：ロクロナデ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良
釉：威光茶990
素地：灰黄2.5Y7/2

底部9/12 001-04
底部外面：焼き膨れ
貼付高台：籾殻痕

15 陶器 山茶椀 SD4355 前沖溝
底径

残存高
6.3
3.1

外面：ロクロナデ・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良
釉：鶸茶815
素地：灰白2.5Y7/1

底部3/12 001-03
外面：自然釉付着
底外面：木葉圧痕

16 陶器 壺(瓶) SD4355 前沖溝
底径

残存高
15.5
5.1

外面：ロクロナデ・ロクロケズリ・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良 灰黄2.5Y7/2 底部2/12 001-05

17 陶器 鉢 SD4355 前沖溝
推定底径
残存高

22.7
2.9

外面：ロクロケズリ・篦描沈線２条
内面：ロクロナデ

密 良
釉：山鳩色822
素地：灰白2.5Y7/1

底部1/12
未満

003-04 内・外面：自然釉付着

18 土製品 土錘 SD11273 溝1

残存長
幅

孔径
重さ

2.1
1.0

0.35
2.03

外面：ナデ 密
やや
良

淡黄2.5Y8/3 － 001-01

第196-2次調査

番
号

器種 器形 出土遺構
調査時
遺構名

法量(cm)
重さ(g)

調整・技法の特徴
胎
土

焼
成

色調 残存度 登録番号 備考

1 弥生土器 甕 － ③層 残存高 4.5 
外面：タテハケ・ヨコハケ・ナデ
内面：ナデ

密 良 にぶい黄橙10YR7/3
口縁部1/12

未満
001-06

2 土師器 甕 － ③層 残存高 4.2 
外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ

密 良 明黄褐10YR6/6
口縁部1/12

未満
002-05

3 土師器 甕 － ③層 残存高 3.1 
外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ナデ・オサエ

密 良 灰黄褐10YR4/2
口縁部1/12

未満
001-05 S字甕（C類） ：小型品

4 土師器 甕 － ③層
推定口径
残存高

14.9
3.6

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部2/12 002-04 　

5 土師器
移動式
カマド

－ ③層 残存高 8.8 
外面：ヨコナデ・タテハケ・ヘラケズリ・篦描沈線１条
内面：ナデ・板ナデ・ヨコハケ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 － 003-01 曲げ庇系

6 土師器 杯 － ③層
推定口径
残存高

13.3
2.6

外面：ヨコナデ・オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙7.5YR7/6 口縁部2/12 002-07

7 須恵器 椀 － ③層
口径

残存高
15.9
3.6

外面：ロクロナデ
内面：ロクロナデ

密 良 灰白2.5Y7/1 口縁部3/12 002-06

　第３表　第196次調査　出土遺物一覧表（1）

　第２表　第196次調査　遺構一覧表
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8 青磁 椀 － ③層 残存高 2.3 施釉 密 良
釉：鶯色818
素地：灰白7.5Y7/1

口縁部1/12
未満

001-03

9 青磁 椀 － ③層 残存高 1.5 施釉 密 良
釉：老竹色821
素地：灰白7.5Y7/1

口縁部1/12
未満

001-04 貫入

10 土製品 土錘 － ③層

残存長
幅

孔径
重さ

4.3
1.9
0.5

12.65

外面：ナデ 密 良 淡黄2.5Y8/4 － 001-01

11 土師器 甕 － ⑤層
推定口径
残存高

15.4
5.6

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヘラナデ・ヨコハケ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部1/12 001-07

12 灰釉陶器 椀 － ⑤層
底径

残存高
7.0
2.5

外面：ロクロケズリ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良
釉：オリーブ色816
素地：灰白2.5Y7/1

底部5/12 002-02

13 土師器 椀 － ⑤層
底径

残存高
6.5
2.2

外面：ロクロナデ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良 浅黄橙7.5YR8/3 底部完形 002-01

14 陶器 山茶椀 － ⑤層
口径
器高

底径　　

15.3
5.0
6.9

外面：ロクロナデ・貼付高台・糸切痕
内面：ロクロナデ

密 良
釉：威光茶990
素地：灰白2.5Y7/1

口縁部3/12
底部完形

002-03 口縁部内面：自然釉付着

15 土製品 土錘 － ⑤層

残存長
幅

孔径
重さ

3.0
1.1
0.3

2.49

外面：ナデ 密 良 にぶい黄橙10YR7/4 － 001-02

　第４表　第196次調査　出土遺物一覧表（2）

第196-3次調査

番
号

器種 器形 出土遺構
調査時
遺構名

法量(cm)
重さ(g)

調整・技法の特徴
胎
土

焼
成

色調 残存度 登録番号 備考

1 土師器 杯G SI11274 竪穴建物1
推定口径

器高
14.3
2.9

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ

密 良 橙7.5YR7/6 口縁部1/12 005-05

2 須恵器 杯B SI11274 竪穴建物1
推定底径
残存高

12.5
4.7

外面：ロクロナデ・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良 黄灰2.5Y6/1 底部1/12 006-05

3 土師器 甕 SI11274 竪穴建物1
推定口径
残存高

17.0
5.2

外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 浅黄橙10YR8/3 口縁部2/12 005-07

4 土師器 甕 SI11274 竪穴建物1
推定口径
残存高

24.6
5.7

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヘラケズリ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部1/12 006-04

5 土製品 土錘 SI11274 竪穴建物1

長さ
幅

孔径
重さ

6.0
2.2
5.5

24.28

外面：ナデ 密 良 浅黄橙10YR8/4 ほぼ完形 003-05 　

6 土師器 甑 SI11274 竪穴建物1 残存高 7.1 
外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ

密 良 浅黄橙10YR8/4
口縁部1/12

未満
009-06

7 焼成粘土塊 － SI11274 竪穴建物1
長さ
幅

重さ

5.7
3.8

38.13
－ 密 良 にぶい橙7.5YR6/4 － 003-04 スサ入り

8 鉄製品 釘 SI11274 竪穴建物1
残存長

重さ
4.7

4.94
－ － － － － 001-02

9 石核 － SI11274 竪穴建物1

長さ
幅

厚さ
重さ

5.4
6.0
1.9

57.28

－ － － － － 001-01 チャート

10 石製品 砥石？ SI11274 竪穴建物1

長さ
幅

厚さ
重さ

8.4
4.9
1.5

94.48

－ － － － － 009-07 安山岩

11 土師器 杯A/B SI11274 竪穴建物1 残存高 3.7 
外面：ヨコナデ・ミガキ
内面：ヨコナデ・放射暗文

密 良 橙5YR6/6
口縁部1/12

未満
007-02

12 土師器 杯A SI11274 竪穴建物1 残存高 4.1 
外面：ヨコナデ・ヘラミガキ・暗文
内面：ヨコナデ・放射暗文

密 良 橙5YR6/6 口縁部1/12 005-04 粘土接合痕

13 土師器 杯C SI11274 竪穴建物1
推定口径

器高
13.0
3.5

外面：ヨコナデ・ヘラミガキ
内面：ヨコナデ・ヘラミガキ

密 良 にぶい橙7.5YR6/4 口縁部1/12 006-01

14 土師器 杯A SI11274 竪穴建物1
推定口径

器高
12.8
2.5

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙7.5YR7/6 口縁部1/12 009-05

15 土師器 杯 SI11274 竪穴建物1 残存高 2.4 
外面：ナデ
内面：ナデ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 底部6/12 002-04 墨書「鴨」

16 土師器 杯B SI11274 竪穴建物1
口径
器高
底径

16.3
4.1

11.6

外面：ヨコナデ・ナデ
内面：ヨコナデ

密 良 橙5YR6/8
口縁部2/12
底部7/12

005-03

17 土師器 皿A SI11274 竪穴建物1
口径
器高

19.8
2.4

外面：ヨコナデ・ナデ・ヘラミガキ
内面：ヨコナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部9/12 003-06

18 土師器 皿A SI11274 竪穴建物1
推定口径

器高
20.7
2.4

外面：ヨコナデ・ナデ
内面：ヨコナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部2/12 005-06

19 土師器 盤 SI11274 竪穴建物1
推定底径
残存高

21.8
4.8

外面：ヘラケズリ
内面：ナデ

密 良 橙5YR7/8 底部2/12 005-01

20 土師器 甕 SI11274 竪穴建物1
推定口径
残存高

14.9
4.4

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 淡黄2.5Y8/4 口縁部1/12 006-06

21 土師器 長胴甕 SI11274 竪穴建物1
推定口径
残存高

19.7
6.3

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 浅黄橙10YR8/3 口縁部1/12 008-01

22 土師器 鍋 SI11274 竪穴建物1
推定口径
残存高

22.4
9.2

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコハケ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部3/12 008-02

23 土師器 甕 SI11274 竪穴建物1
推定口径
残存高

21.8
3.7

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 浅黄橙10YR8/3
口縁部1/12

未満
008-03

24 土師器 鍋 SI11274 竪穴建物1
推定口径
残存高

31.5
11.5

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 にぶい黄橙10YR7/3
口縁部1/12

未満
007-03

25 土師器 長胴甕 SI11274 竪穴建物1 残存高 11.7 
外面：ナデ・タテハケ
内面：ナデ・ヘラケズリ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 － 004-06

26 土師器 鍋B SI11274 竪穴建物1 残存高 4.9 
外面：ナデ・オサエ・ヘラケズリ
内面：板ナデ・ナデ・オサエ

密 良 橙5YR7/6 把手1個 009-04

27 土師器 鍋B SI11274 竪穴建物1 残存高 4.6 
外面：ナデ・オサエ
内面：ヨコハケ

密 良 浅黄橙10YR8/4
把手1個

完形
007-01

28 須恵器 杯B蓋 SI11274 竪穴建物1 残存高 2.5 
外面：ロクロナデ・ロクロケズリ
内面：ロクロナデ

密 良
釉：カーキー色799
素地：灰白2.5Y7/1

口縁部1/12
未満

001-08
外面：自然釉付着
内面：墨付着　※転用硯

29 土師器 杯A SI11274 竪穴建物1
口径
器高

15.8
2.5

外面：ヨコナデ・ナデ・ヘラミガキ？
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙7.5YR6/6 口縁部3/12 004-03

30 土師器 杯C SI11274 竪穴建物1
推定口径

器高
17.0
2.9

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ・ヘラミガキ
内面：ヨコナデ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部2/12 005-02

31 土師器 皿A SI11274 竪穴建物1
口径
器高

20.8
2.5

外面：ヨコナデ・ナデ・ヘラミガキ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙5YR7/6
口縁部
10/12

004-01

32 土師器 壺 SI11274 竪穴建物1
推定口径
残存高

11.0
7.3

外面：ヨコナデ・ナデ・ヘラミガキ
内面：ヨコナデ・ナデ・オサエ

密 良 明黄褐10YR7/6
口縁部1/12

未満
004-04

33 土師器 甕 SI11274 竪穴建物1
口径
器高

16.2
13.9

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ナデ・ヨコハケ・ヘラケズリ

密 良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部2/12 003-01 胴部外面：ヘラ記号

34 土師器 甕 SI11274 竪穴建物1 残存高 2.7 
外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 浅黄橙10YR8/4
口縁部1/12

未満
004-05

35 土師器 長胴甕 SI11274 竪穴建物1
推定口径
残存高

20.6
9.7

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部2/12 006-02

36 須恵器 蓋 SI11274 竪穴建物1
口径
器高

17.1
3.5

外面：ロクロナデ・ロクロケズリ・摘部貼付
内面：ロクロナデ・オサエ

密 良
釉：木蘭色964
素地：灰黄2.5Y7/2

口縁部5/12 004-02
外面：自然釉付着
内面：墨付着　※転用硯

37 灰釉陶器 甕 SI11274 竪穴建物1
推定頸径
残存高

15.5
7.1

外面：ロクロナデ
内面：ロクロナデ

密 良 灰黄2.5Y7/2
頸まわり

2/12
006-03

38 土師器 杯G SI11275 竪穴建物2
口径
器高

10.9
3.5

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 浅黄橙10YR8/4 口縁部3/12 010-05

39 土師器 杯G SI11275 竪穴建物2
口径
器高

11.8
3.5

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ・オサエ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部6/12 010-04 　

－ 22 －



　第５表　第196次調査　出土遺物一覧表（3）

40 土師器 杯A SI11275 竪穴建物2
推定口径

器高
12.5
2.7

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部2/12 010-02

41 土師器 杯A SI11275 竪穴建物2
口径
器高

12.9
2.9

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ

密 良 橙5YR6/6
口縁部1/12

未満
009-03

42 土師器 杯A SI11275 竪穴建物2
口径
器高

12.9
3.0

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ

密 良 橙5YR6/8 口縁部3/12 009-02

43 土師器 杯G SI11275 竪穴建物2

口径
器高

鉄製品込みの
高さ

9.4
2.8
3.8

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 完形 002-01
焼成後底部穿孔か
棒状鉄製品融着

44 土師器 皿A SI11275 竪穴建物2
推定口径

器高
18.1
2.0

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ・ヘラケズリ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙7.5YR7/6 口縁部2/12 010-03 　

45 土師器 皿B SI11275 竪穴建物2
口径
器高
底径

22.4
3.0

16.7

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ・ヨコハケ・貼付高台
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙7.5YR7/6 口縁部4/12 009-01

46 土師器 盤 SI11275 竪穴建物2 残存高 1.5 
外面：ヨコナデのちミガキ風暗文
内面：螺旋暗文

密 良 明赤褐2.5YR5/6 口縁部1/12 003-02

47 土師器 甕A SI11275 竪穴建物2
推定口径
残存高

11.9
9.5

外面：ヨコナデ・板ナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・板ナデ・ナデ・ヨコハケ

密 良 橙5YR6/6 口縁部3/12 010-01

48 土師器 甕A SI11275 竪穴建物2
口径

残存高
16.0
14.2

外面：ヨコナデ・ナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・板ナデ・ナデ

密 良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部6/12 008-04 　

49 土師器 甕A SI11275 竪穴建物2
推定口径
残存高

22.4
7.8

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 にぶい黄橙10YR7/3
口縁部1/12

未満
012-01

50 鉄製品 小型刀子 SI11275 竪穴建物2

残存長
幅

厚さ
重さ

2.2
1.2

0.25
1.36

－ － － － － 001-07 　

51 鉄製品 釘？ SI11275 竪穴建物2
残存長

重さ
4.2

9.64
－ － － － － 001-03

52 鉄製品 釘 SI11275 竪穴建物2
残存長

重さ
4.5

5.02
－ － － － － 001-06

53 鉄製品 釘 SI11275 竪穴建物2
残存長

重さ
4.3

4.73
－ － － － － 001-04

54 鉄製品 釘 SI11275 竪穴建物2
残存長

重さ
1.9

1.57
－ － － － － 001-05

55 土師器 杯A SI11276 竪穴建物3
推定口径
残存高

17.9
3.8

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ミガキ・ナデ

密 良 橙5YR7/6 口縁部3/12 011-04 外面：粘土紐接合痕

56 土師器 杯B SI11276 竪穴建物3
推定口径

器高
底径

15.9
3.4

10.8

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ・貼付高台
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙7.5YR7/6
口縁部1/12
底部4/12

010-06

57 土師器 皿A SI11276 竪穴建物3
推定口径

器高
15.5
2.0

外面：ヨコナデ・オサエ・ヘラケズリ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部1/12 011-02

58 土師器 甕 SI11276 竪穴建物3
口径

残存高
14.5
5.4

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：板ナデ・ヨコハケ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部3/12 010-07

59 土師器 甕A SI11276 竪穴建物3
推定口径
残存高

21.7
7.4

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部1/12 011-01

60 須恵器 蓋 SI11276 竪穴建物3
口径

残存高
14.7
2.3

外面：ロクロナデ・ロクロケズリ
内面：ロクロナデ

密 良 灰5Y6/1 口縁部1/12 003-03 内面：墨付着　※転用硯

61 須恵器 杯蓋 SI11276 竪穴建物3
推定口径
残存高　

18.7
2.0

外面：ロクロナデ・ロクロケズリ
内面：ロクロナデ

密 良
釉：カーキー色799
素地：灰白2.5Y7/1

口縁部1/12 011-03 外面：自然釉付着

62 土師器 杯G
SI11274

（P6）
土坑2

（柱掘方）
推定口径
残存高

14.6
3.1

外面：ヨコナデ・ヘラケズリ
内面：ヨコナデ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部1/12 012-06

63 土師器 台付小皿 ピット
5W
P1

口径
器高
底径

9.8
2.6
4.9

外面：ヨコナデ・ナデ・貼付高台
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 浅黄橙10YR8/4
口縁部5/12
底部9/12

012-03

64 土師器 甕 ピット
5E
P1

推定口径
残存高

19.8
3.0

外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ・ケズリ

密 良 灰2.5Y8/2 口縁部1/12 012-02

65 土馬 脚 ピット
4E
P2

残存高 10.6 外面：ナデ・オサエ 密 良 にぶい黄橙10YR6/3 － 011-06

66 土師器 杯A SE11277 土坑4
推定口径

器高
13.6
2.3

外面：ヨコナデ・ナデ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部1/12 012-04

67 土師器 鍋 SE11277 土坑4
推定口径
残存高

19.7
4.1

外面：ヨコナデ・ナデ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 にぶい橙7.5YR7/4
口縁部1/12

未満
012-05

68 土師器 杯A SD11278 溝1 残存高 3.9 
外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ヘラミガキ・放射暗文

密 良 橙5YR6/6
口縁部1/12

未満
002-03 内面：刻書

69 須恵器 杯蓋 SD11278 溝1
復元口径
残存高

14.6
1.7

外面：ロクロナデ
内面：ロクロナデ

密 良 灰黄2.5Y6/2
口縁部1/12

未満
002-02

70 土師器 甑 　包含層
9W

包(土坑)
残存高 9.9 

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ケズリ

密 良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部1/12 011-05

第196-5次調査

番
号

器種 器形 出土遺構 調査時　　遺構名
法量(cm)
重さ(g)

調整・技法の特徴
胎
土

焼
成

色調 残存度 登録番号 備考

1 土師器 杯A SI11280 竪穴建物
口径
器高

13.0
3.5

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 浅黄橙10YR8/4 口縁部2/12 001-05

2 土師器 杯A SI11280 竪穴建物
推定口径

器高
14.5
3.2

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ・ヘラミガキ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙5YR7/8 口縁部1/12 002-03 　

3 土師器 杯G SI11280 竪穴建物
口径
器高

13.0
3.5

外面：ヨコナデ・オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 淡黄2.5Y8/4 口縁部4/12 001-07 外面：粘土紐接合痕

4 土師器 杯G SI11280 竪穴建物
推定口径

器高
14.4
3.6

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・板ナデ・ナデ

密 良 灰黄褐10YR6/2 口縁部1/12 002-02

5 土師器 杯B SI11280 竪穴建物
推定底径
残存高

12.2
2.6

外面：ヨコナデ・ナデ・貼付高台
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙7.5YR7/6 高台1/4 001-08

6 土師器 皿A SI11280 竪穴建物
口径
器高

22.2
2.5

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙5YR7/8 口縁部4/12 001-06

7 土師器 壺 SI11280 竪穴建物
推定口径
残存高

10.5
4.4

外面：ヨコナデ・ナデ
内面：ヨコナデ・ケズリ

密 良 橙5YR7/8
口縁部1/12

未満
002-05 　

8 土師器 壺 SI11280 竪穴建物
推定口径
残存高

15.6
3.9

外面：ヨコナデ・ナデ
内面：ヨコナデ・ケズリ

密 良 黄橙7.5YR7/8 口縁部1/12 002-01

9 土師器 長胴甕 SI11280 竪穴建物
推定口径
残存高

23.6
5.3

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 浅黄橙10YR8/4 口縁部2/12 003-01 　

10 土師器 長胴甕 SI11280 竪穴建物
口径

残存高
22.3
17.2

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ・ヘラケズリ

密 良 橙5YR6/6 口縁部4/12 003-05 　

11 土師器 甕 SI11280 竪穴建物
推定口径
残存高

35.8
5.9

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ・ケズリ

密 良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部2/12 004-01 　

12 土師器 甕 SI11280 竪穴建物
推定口径
残存高

37.7
6.5

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部2/12 002-04

13 須恵器 蓋 SI11280 竪穴建物 残存高 2.6 
外面：ロクロナデ・ロクロケズリ・摘部貼付
内面：ロクロナデ・ナデ

密 良 灰黄2.5Y6/2 口縁部なし 001-02 　

14 須恵器 蓋 SI11280 竪穴建物
口径
器高

15.7
1.8

外面：ロクロナデ・ロクロケズリ・摘部貼付
内面：ロクロナデ

密 良 灰5Y5/1 口縁部2/12 001-01

15 須恵器 蓋 SI11280 竪穴建物
口径

残存高
16.7
2.1

外面：ロクロナデ
内面：ロクロナデ

密 良 灰黄2.5Y6/2 口縁部2/12 001-04

16 須恵器 瓶 SI11280 竪穴建物
推定底径
残存高

9.2
6.4

外面：ロクロナデ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良 灰5Y4/1
底部1/12

未満
001-03

17 土師器 甕 SI11279 土坑1
推定口径
残存高

13.5
3.2

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・板ナデ

密 良 橙2.5YR6/6 口縁部2/12 003-02

18 土師器 杯G 包含層 包
推定口径
残存高

12.8
3.5

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 浅黄橙10YR8/4 口縁部1/12 003-04

19 須恵器 杯B 包含層 包
推定底径
残存高

10.5
0.8

外面：ロクロナデ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ　

密 良 暗灰黄2.5Y5/2 底部2/12 003-03

－ 23 －



　第６表　第196次調査　出土遺物一覧表（4）

第196-6次調査

番
号

器種 器形 出土遺構
調査時
遺構名

法量(cm)
重さ(g)

調整・技法の特徴
胎
土

焼
成

色調 残存度 登録番号 備考

1 土師器
移動式
カマド

SI11282 竪穴建物1 残存高 12.3 

体部外面：ナデ
体部内面：ヨコハケ・オサエ・ナデ
煙突外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ・ハケ
煙突内面：ヨコナデ・ナデ・ヘラミガキ

密 良 浅黄橙10YR8/3 － 002-01 煙突付

2 土師器 甕 SI11282 竪穴建物1 残存高 8.4 
外面：タテハケ
内面：ナナメハケ・ヘラケズリ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 － 005-04

3 土師器 甕 SI11282 竪穴建物1 残存高 3.0 
外面：タテハケ
内面：ナナメハケ

密 良 にぶい橙7.5YR6/4 － 005-03

4 土師器 甕 SI11282 竪穴建物1 残存高 4.6 
外面：ヨコナデ・ハケメ
内面：ヨコハケ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4
口縁部1/12

未満
001-07

5 土師器 杯 SP1
1トレ

pit8(柱痕跡)
残存高 3.8 

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ・ヘラミガキ
内面：ヨコナデ・ヘラミガキ

密 良 灰5Y4/1
口縁部1/12

未満
003-10

6 土師器 杯 SP1
1トレ

pit8(抜取穴)
推定口径

器高
13.7
3.9

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部2/12 001-06 口縁部歪む

7 土師器 杯 SP1
1トレ

pit8(抜取穴)
残存高 1.9 

外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ

密 良 灰5Y4/1
口縁部1/12

未満
003-02

8 土師器 甕 SP1
1トレ

pit8(掘方)
残存高 2.0 

外面：ヨコナデ・ナデ
内面：ヨコナデ

密 良 橙7.5YR6/6
口縁部1/12

未満
003-01

9 二彩陶器 壺？ SP1
1トレ

pit8(柱抜取穴)
残存高 2.0 － 密 良

釉：若芽色826・
　 　千歳緑853
素地：淡黄2.5Y8/4　

－ 004-03

10 須恵器 杯？
SA11284

（P8）
1トレ

pit6(掘方)
残存高 2.2 

外面：ロクロナデ
内面：ロクロナデ

密 良 灰黄2.5Y6/2
口縁部1/12

未満
003-09 内・外面：自然釉付着

11 土師器 皿
SA11284

（P8）
1トレ
pit6

残存高 1.9 
外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ

密 良 にぶい浅橙10YR7/3 口縁部1/12 003-08

12 土師器 杯
SA11285

（P5）
1トレ

pit5(柱痕跡)
残存高 1.6 

外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ

密 良 橙7.5YR7/6
口縁部1/12

未満
003-07

13 灰釉陶器 椀 SP9
1トレ

pit1　　
残存高 1.8 

外面：ロクロナデ　
内面：ロクロナデ

密 良
釉：ねこやなぎ色825
素地：灰黄2.5Y7/2

口縁部1/12
未満

003-06

14 土師器 杯A SK11283
4トレ
土坑1

口径
器高

16.2
3.3

外面：ヨコナデ・ケズリ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙7.5YR6/6 口縁部9/12 001-03

15 土師器 杯 ピット
2トレ

pit2(柱痕跡)
残存高 5.0 

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ

密 良 浅黄橙7.5YR8/4
口縁部1/12

未満
003-04

16 土師器 皿 ピット
2トレ

pit2(掘方)
残存高 2.4 

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ

密 良 浅黄2.5Y7/3 口縁部1/12 003-03

17 灰釉陶器 椀 ピット
2トレ

pit2(柱痕跡)
残存高 1.3 

外面：ロクロナデ
内面：ロクロナデ

密 良
釉：抹茶色838
素地：灰白2.5Y7/1

口縁部1/12
未満

003-05

18 土製品 土錘 ピット
2トレ

pit2(掘方)

長さ
幅

重さ
孔径

3.6
1.1

4.17
0.25

外面：ナデ 密 良 明黄褐10YR7/6 3/4程度か？ 001-02

19 土師器 甕 ピット
5トレ

pit1(掘方)
推定口径
残存高

23.6
4.0

外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ・ハケか

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部1/12 001-04

20 土師器 杯 包含層
1トレ

包(pit6含む)
残存高 3.8 

外面：ヨコナデ・ヘラケズリ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良
暗灰3/0
にぶい黄橙10YR7/3

口縁部1/12 004-02

21 土師器 杯 包含層
1トレ
包

残存高 2.1 
外面：ヨコナデ
内面：ヨコナデ

密 良 にぶい橙7.5YR6/4 口縁部1/12 003-12 外面：煤付着

22 陶器 椀 包含層
1トレ
包

底径
残存高

7.6
1.6

外面：ロクロナデ・ロクロケズリ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良 浅黄2.5Y7/3 底部3/12 003-11 内面：墨付着　※転用硯

23 土製品 土錘 包含層
1-2トレ連結

包

長さ
幅

重さ
孔径

5.0
1.2

6.18
0.35

外面：ナデ 密 良 にぶい黄橙10YR7/4 ほぼ完形 001-01

24 土師器 杯G 包含層
2トレ
包

残存高 4.5 
外面：ヨコナ・ナデデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 浅黄橙10YR8/3
口縁部1/12

未満
004-09

25 土師器 甕 包含層
2トレ
包

口径
残存高

18.6
3.6

外面：ヨコナデ・ハケメ？
内面：ヨコナデ・板ナデ

密 良 橙7.5YR7/6 口縁部2/12 005-01

26 須恵器 蓋 包含層
2トレ
包

口径
残存高

20.2
2.5

外面：ロクロケズリ・ロクロナデ・灰釉
内面：ロクロナデ

密 良
釉：鶯茶814
素地：灰黄2.5Y6/2

口縁部3/12 003-13

27 灰釉陶器 椀 包含層
2トレ
包

残存高 2.4 
外面：ロクロナデ
内面：ロクロナデ

密 良
釉：抹茶色838
素地：灰黄2.5Y7/3

口縁部1/12
未満

004-08
外面：ごく薄い灰釉
内面：まだらに灰釉

28 陶器 椀 包含層
2トレ
包

残存高 3.1 
外面：ロクロナデ
内面：ロクロナデ

密 良 灰白2.5Y7/1 口縁部1/12 004-07

29 陶器 山茶椀 包含層
2トレ
包

底径
残存高

8.5
2.7

外面：ロクロナデ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良 灰黄2.5Y7/2 底部6/12 005-02

30 土師器 杯G 包含層
4トレ
包

推定口径
器高

13.5
3.7

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4
口縁部1/12

未満
004-06

31 土師器 杯G 包含層
4トレ
包

推定口径
残存高

14.5
3.7

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部1/12 001-05

32 土師器 甕 包含層
4トレ
包

推定口径
残存高

20.4
3.9

外面：ヨコナデ・タテハケ
内面：ヨコナデ・ヨコハケ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部1/12 004-01 口縁部内面：漆付着（炭化物か）

33 陶器 椀 包含層
4トレ
包

残存高 3.0 
外面：ロクロナデ
内面：ロクロナデ

密 良 浅黄2.5Y7/3
口縁部1/12

未満
004-05

34 陶器 椀 包含層
4トレ
包

残存高 2.9 
外面：ロクロナデ
内面：ロクロナデ

密 良 灰黄2.5Y7/2
口縁部1/12

未満
004-04

第196-7次調査

番
号

器種 器形 出土遺構
調査時
遺構名

法量(cm)
重さ(g)

調整・技法の特徴
胎
土

焼
成

色調 残存度 登録番号 備考

1 土師器 杯G SK11287
1トレ
土坑3

推定口径
器高

14.1
2.9

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部1/12 001-07 外面：粘土紐接合痕

2 土師器 高坏 SK11287
1トレ
土坑3

残存高 4.7 
外面：ヘラケズリ
内面：ナデ

密 良 橙5YR6/8 － 002-01

3 土師器 高坏 SK11289
1トレ
土坑4

残存高 8.4 
外面：ヘラケズリ
内面：ナデ

密 良 にぶい橙7.5YR6/4 － 001-08 面取り8面

4 土師器 皿A 表土
1トレ
表土

口径
器高

16.8
1.9

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ

密 良 橙5YR7/6 口縁部3/12 002-05 外面：粘土紐接合痕

5 土師器 皿A 包含層
1トレ
包

推定口径
器高

17.6
1.8

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙5YR7/8 口縁部1/12 002-02 　

6 土師器 皿A 包含層
1トレ
包

推定口径
残存高

17.0
2.3

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ

密 良 橙7.5YR7/6 口縁部1/12 002-04

7 須恵器 盤 包含層
1トレ
包

底径
残存高

13.2
2.8

外面：ロクロケズリ・糸切痕・貼付高台
内面：ロクロナデ

密 良 灰黄2.5Y7/2
底部5/12

(ただし端部は
1/12未満)

002-03

8 土師器 小皿 SD11293
2トレ
溝2　

推定口径
器高

8.6
1.4

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部1/12 001-04

9 土師器 杯A SD11293
2トレ

溝2下層
口径
器高

13.0
2.6

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ・ナデ

密 良 浅黄橙7.5YR8/4 口縁部5/12 001-05

10 土師器 杯A SD11293
2トレ

溝2下層　
口径
器高

14.1
2.9

外面：ヨコナデ・ナデ・オサエ
内面：ヨコナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部2/12 001-06

11 土馬 脚 包含層
2トレ
包

残存長
幅

8.5
2.7

外面：ナデ・オサエ 密 良 橙5YR7/6 － 001-02

12 銭貨 寛永通宝 包含層
2トレ
包

径
厚さ
重さ

2.3
0.15
3.42

－ － － － － 001-01
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付編　史跡現状変更等許可申請

№
申　　　　　　請　　　　　　地 種

別
申　　　　請　　　　者 変　　更　　内　　容 申　請　日 許　可　日 変 更 面 積

区
分

備考
大　字 小　字 地　　　番　　　等

1 斎宮 牛葉 3017－5、3017－6、3017－12 A 個人 建築物除却 H31.4.5 H31.4.15 ２棟 4

2 斎宮 笛川
1048-2,1049-3,1060-6,1061,1062,
1063-1,1063-2,1064,1065-1

A 個人 建築物除却 H31.4.16 R1.5.9 20棟 4

3 竹川 花園 659－7 A 個人 太陽光発電設備設置 H31.4.16 R1.6.21 231㎡ 4 第194－11次調査

4 竹川 花園 659－6 B
（株）中部電力　電力ネットワークカン
パニー　松阪営業所長

電柱・支線撤去 H31.4.17 R1.5.9 １本、１条 4

5 斎宮 中西 2752 A 個人 建築物等除却 R1.5.23 R1.6.4 ２棟 4

6 竹川 中垣内 420、423-1、424-1、427-1、422-1 D 三重県知事 発掘調査 R1.6.14 R1.7.19 425.8㎡ 2 第197次調査

7 斎宮 牛葉 3016－1 A 個人 駐車場造成 R1.6.6 R1.7.19 81.6㎡ 3、4

8 斎宮 篠林 3176－3 A 個人 建築物除却 R1.6.25 R1.7.3 ３棟 4

9 竹川 東裏 266番8 B （株）西日本電信電話　三重支店長 電話柱建替 R1.6.27 R1.7.3 １本 4

10 斎宮 篠林 3176－3 A 個人 住宅建築 R1.7.30 R1.9.20 41.4㎡ 4 第196－5次調査

11 斎宮 東前沖 地内（道路、水路） C 明和町長（斎宮跡・文化観光課） アスファルト舗装 R1.8.2 R1.8.5 63ｍ 3

12 竹川 中垣内 401－1番地 B
（株）中部電力　電力ネットワークカン
パニー　松阪営業所長

電柱支線撤去 R1.8.13 R1.8.28 １条 2

13 斎宮 木葉山 95番9 A 個人 住宅建築 R1.8.27 R1.10.18 343.55㎡ 3 第196－6次調査

14 斎宮 広頭 3381－13番地ほか B
近畿日本鉄道（株） 　名古屋統括部
施設部工務課　中川保線区長

踏切道改修 R1.9.3 R1.9.24 23.8㎡ 3

14 斎宮 中西 2752 A 個人 住宅建築 R19.20 R1.11.15 362.64㎡ 3 第196－7次調査

16 斎宮 笛川 地内 B 三重県知事 側溝改修 R1.10.4 R1.10.17 3.6ｍ 3

17 斎宮 篠林 3145－1 A 個人 住宅解体 R1.10.29 R1.11.14 ２棟 4

18 斎宮 柳原 2790－1 C 明和町長（斎宮跡・文化観光課） 説明板移設 R1.12.17 R1.12.26 １基 1

19 斎宮 牛葉 323 A 個人 ブロック塀改修 R1.11.22 R1.12.5 24.8ｍ 4

20 斎宮 西加座 2721－1 A 個人 ブロック塀設置 R1.12.2 R1.12.12 63.4ｍ 4

21 斎宮 東加座
2382番地3、2435番地2、2437番地1、
2436番地5、2479番地1、2482番地1

B
（株）中部電力　電力ネットワークカン
パニー　松阪営業所長

電柱建替 R1.12.6 R2.1.17 ８箇所
2
3
4

22 竹川 中垣内 464－1 A 個人 住宅除却 R1.12.18 R1.12.25 １棟 4

23 斎宮

東加座 2484－1、2489－1

B
（株）中部電力　電力ネットワークカン
パニー　松阪営業所長

電柱新設・支線新設 R2.1.31 R2.3.13 ５箇所 3西前沖 2622－1

北野 2604－2、3551

24 竹川 南裏 248番 A 個人 住宅等除却 R2.2.5 R2.2.20 ２棟 4

25 斎宮
鍛冶山
中西

地内（町道部分） C 明和町長(斎宮跡・文化観光課) 転落防止柵改修 R2.2.13 R2.3.2 22本 3

26 斎宮 牛葉 323地先（県道部分） B 明和町長（人権生活環境課） カーブミラー改修 R2.2.25 R2.3.11 ２基 3

27 斎宮
宮ノ前,上園
内山,牛葉

地内（町道部分） C 明和町長（斎宮跡・文化観光課） 道路舗装 R2.3.5 R2.3.11 636.3ｍ
1
3

　令和元年度に提出された史跡現状変更等許可申請は27件で、申請の内容は、一覧表（第７表）のとおりである。

年度内に発掘調査を行ったのは、前年度以前の申請分も含め８件で、内訳は、史跡の実態解明のための計画発掘調

査が１件、個人や公共事業の現状変更に伴うものが７件である。また、発掘調査を行わなかった22件は、小規模ま

たは工事が簡易で地下遺構に影響を及ぼさない場合や、すでに発掘調査を実施している箇所での申請である。なお、

掘削工事等にあたっては斎宮歴史博物館調査研究課職員並びに明和町斎宮跡・文化観光課職員の工事立会のもとで

実施している。これらの申請は、申請者ならびに申請内容で分類すると下記のとおりである。

（Ａ）個人等による申請

　14件の申請があった。うち住宅新築、浄化槽設置など発掘調査が必要とされた４件（第194－11、第196－5・6・7

次調査）について調査を行った。これ以外については、住宅解体や工作物の設置等で土地利用区分の第三、四種保存

地区にあたり、発掘調査済の場合や工事立会い等の条件付許可により、史跡に影響を及ぼすことなく施工している。

（Ｂ）公共機関等による地域の生活環境整備に伴う申請

　８件の申請があった。内容は、電気・通信関係や、排水路・道路の改修等であり、工事立会いで着工している。

（Ｃ）史跡環境整備および維持管理等に伴う申請

　４件の申請があった。全て明和町歴史的風致維持向上計画に基づく史跡内環境整備に伴うものである。

（Ｄ）発掘調査のための申請

　１件の申請があった。これは三重県が主体となって斎宮歴史博物館が実施している計画発掘調査（第197次調査）

で、計425.8㎡が調査された。調査内容は斎宮歴史博物館から別途調査概報が刊行される。

　第７表　令和元年度現状変更等許可申請一覧
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写真図版１　第196-1次 調査区３ 全景（西から） 写真図版２　第196-1次 調査区３ 全景（西から）

写真図版３　第196-1次 調査区３ 東壁土層（西から） 写真図版４　第196-1次 調査区３ 西壁土層（東から）

写真図版５　第196-1次 調査区１ 全景（南東から） 写真図版６　第196-1次 調査区１ 北壁土層（南から）
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写真図版８　第196-2次 調査区 全景（西から）

写真図版10　第196-2次 畝状遺構SX11036（北から）

写真図版12　第196-2次 基本層序（南から）

写真図版７　第196-2次 調査区 全景（北東から）

写真図版９　第196-2次 畝状遺構SX11036（北から）

写真図版11　第196-2次 畝状遺構SX11036（南西から）
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写真図版14　第196-3次 調査区 全景（北から）

写真図版16　第196-3次 SI11274・SI11275 （北から）

写真図版13　第196-3次 調査区 全景（南から）

写真図版15　第196-3次 SI11274・SI11275（南東から）
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写真図版18　第196-3次 SI11274 南土坑 溶解炉 土層（北から）

写真図版20　第196-3次 SI11274 北土坑 溶解炉 土層（南から）

写真図版22　第196-3次 SI11275 土器出土状況（南西から）

写真図版24　第196-3次 SE11277（北から）

写真図版17　第196-3次 SI11274（南西から）

写真図版19　第196-3次 SI11274 北土坑 溶解炉 検出状況（南から）

写真図版21　第196-3次 SI11275（南から）

写真図版23　第196-3次 SI11276（南西から）

－ 29 －



写真図版28　第196-4次 調査区１ 西壁土層（東から）写真図版27　第196-4次 調査区４ 全景（南東から）

写真図版26　第196-4次 調査区１～３ 全景（南西から）

写真図版25　第196-4次 調査区１～３ 全景（北西から）

－ 30 －



写真図版33　第196-5次 調査区 南壁土層（北東から）

写真図版32　第196-5次 調査区 東壁土層（南西から）

写真図版31　第196-5次 SI11279・SI11280（北東から）

写真図版30　第196-5次 SI11279・SI11280（南から）写真図版29　第196-5次 調査区 全景（西から）

－ 31 －



写真図版34　第196-6次 調査区１～４ 全景（北から）

写真図版35　第196-6次 調査区１～５ 全景（南から）

－ 32 －



写真図版37　第196-6次 調査区１ SA11284～11286
完掘状況（北から） 　

写真図版39　第196-6次 調査区１ SA11285・11286
P4・5 土層（西から）　

写真図版41　第196-6次 調査区４ SI11282（北から）

写真図版36　第196-6次 調査区１ SA11284～11286（北から）

写真図版38　第196-6次 調査区１ SA11284～11286
P1～3 土層（北東から）

写真図版40　第196-6次 調査区１ SA11284・11285
P7・8 土層（西から）　

－ 33 －



写真図版47　第196-7次 調査区２ 東壁土層（北西から）

写真図版45　第196-7次 調査区２ SD11293（南東から）

写真図版43　第196-7次 調査区２ 全景（東から）

写真図版46　第196-7次 調査区２ 西壁土層（南東から）

写真図版44　第196-7次 調査区１ 南壁土層（北西から）

写真図版42　第196-7次 調査区１ 全景（北東から）

－ 34 －



写真図版50　第196-3次 SI11274 出土 土師器杯「鴨」墨書

写真図版49　第196-3次 SI11275 出土土器

写真図版48　第196-3次 SI11274 出土土器

写真図版51　第196-6次 SI11282 出土 煙突付移動式カマド

－ 35 －
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史跡現状変更に

伴う緊急発掘調

査（史跡斎宮跡

第196次調査）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

斎宮跡第196次 官衙 弥生・古墳・

飛鳥・奈良・

平安・鎌倉・

室町・江戸　

竪穴建物・掘立柱

塀・土坑・溝・柱

穴・ピット・畝状

遺構　　　　　　

弥生土器・土師器・須恵

器・青磁・二彩陶器・緑

釉陶器・灰釉陶器・無釉

陶器・近世陶磁・土製品

・石製品・鉄製品・銭貨

要約 　本調査は、史跡内の現状変更に伴う緊急発掘調査である。大半の調査は住宅新築・改築に伴う

小規模なものであるが、第196－3次・196－5次調査では奈良時代の竪穴建物を計６棟（冶金工房

を含む）、第196－6次では古墳時代後期の竪穴建物１棟、平安時代の方格街区外周域で掘立柱塀

と想定される柱穴列、第196－7次では鍛冶山西区画南辺の区画道路北側溝とみられる溝を確認す

るなど、重要な調査成果を得た。

　また、「歴まち整備事業」関連の第196－1次調査では、方格街区北東域の様相、第196－2次調

査では、史跡西部における沖積低地の土地利用の様相を具体的に確認できた。これらは史跡内の

新たなデータとして蓄積し、今後の史跡内発掘調査報告書にも反映する。



史　跡　 斎　宮　跡

令和元年度

現状変更緊急発掘調査報告

令和２（2020）年12月25日

編　　集　　　　　　　　　　

発　　行　明　　　和　　　町

印　　刷　光出版印刷株式会社

斎 宮 歴 史 博 物 館
明 和 町
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